
未熟児養育医療給付窓口について
　平成25年4月から未熟児養育医療給付に関する窓口が、水戸保健所から笠間市（健康増進課）に変更に
なります。
概　要
�　身体の発育が未熟な状態で生まれた乳児が、指定医療機関に入院して治療を行う必要がある場合に、そ
の治療に必要な医療費の一部を公費で負担します。世帯の所得税額に応じて自己負担金が生じます。
対象となる方
�　笠間市に居住し、出生直後に次のいずれかの症状が認められ、医師が入院治療を必要と認めた乳児（0
歳児・満1歳の誕生日の前日まで）が対象となります。
　1．出生時の体重が2,000グラム以下の乳児
　2．生活力が特に薄弱で、医師が特に入院養育を必要と認めた乳児
申請方法
　お子さんが入院中に必要書類を添えて健康増進課または各保健センターの窓口に申請してください。（申
請前に医療機関の窓口で支払いをしたものは養育医療の対象になりません。）

必要書類および給付内容などの詳細については、健康増進課または各保健センターにお問い合わせ下さい。
【申込み・問合せ】	健康増進課（内592）	 友部保健センター℡0296-77-9145
	 笠間保健センター℡0296-72-7711	 岩間保健センター℡0299-45-7888

小児医療福祉費助成制度（マル福制度）の対象年齢を
さらに拡大します

　市の単独事業として、小学校6年生まで対象としていた小児マル福制度ですが、平成25年4月1日より対象
年齢を中学校3年生までさらに拡大することとなりました。（所得要件等有）
　申請が済んでいない方は、申請してください。

※�中学1～3年生に対しては、外来・入院自己負担金、入院時の
食事療養費の償還は行いません。

笠間市小児医療福祉費助成制度（マル福）の対象者

【問合せ】
本庁保険年金課（内線143）　笠間支所市民窓口課（内線72124）　岩間支所市民窓口課（内線73183）

○制度改正前 ○制度改正後

0歳児から小学校6年生まで
（小学校4年生～6年生は市単独事業）

0歳児から中学校3年生まで
（小学校4年生～中学校3年生は市単独事業）
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